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美しい富士山を未来の子どもたちに ●ふじさんネットワーク● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 富士山勉強会を開催しました 

３月15日（日）、プラサヴェルデ４０７会議室（沼津市大手町）において、富士山勉強会を開

催しました。参加者は３３名でした。 

(株)環境アセスメントセンターの品川修二氏からは、「富士山麓外来植物調査結果の報告」と題

して、県自然保護課委託による調査結果を、外来植物の写真を示しながら説明していただきました。

また、静岡県森林・林業研究センター上席研究員である大場孝裕氏からは、「富士山をめぐるシ

カとクマ－野生動物と人間の関係－」と題して、富士山南麓のニホンジカによる食害の問題点と生

態調査の結果、そのことを受けての効率的な捕獲の方向性について説明していただきました。また、

富士山南麓のツキノワグマの生態調査の結果と、保護のために必要な取組みについて説明していた

だきました。 

●富士山憲章【行動規範】 

１・富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

１・富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

１・富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

１・富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

１・富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

会員 

募集中! 

 

○c 静岡県 

開会あいさつ 関副会長

(株)環境アセスメントセンター 品川氏 県森林・林業研究センター 大場氏 



 

２ ふじさんネットワーク会員交流事業を実施しました 

３月1日（日）、富士山環境交流プラザ及び富士宮市粟倉地区周辺において、特定外来生物の問

題と駆除について、30分の座学と１時間の駆除作業体験を実施しました。参加者は11名でした。

あいにくの雨天でしたが、案内役の認定特定非営利活動法人 富士山クラブ様の指導によって、

スムーズに取組みを進めることができました。 

座学では特定外来生物の概要、外来生物による在来種の侵略・駆逐の問題について学習しました。

駆除体験作業では、オオキンケイギクを根本から引き抜き、二重にしたビニール袋に回収してい

きました。 

今回、作業前に駆除の必要性と目的について講義があったことから、有意義な活動であることを

参加者の皆さんに理解してもらうことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 静岡県からのお知らせ：ＮＰＯ活動助成事業について 

 静岡県県民生活課が担当する、「ふじのくにＮＰＯ活動基金」の助成事業として、「富士山の環

境保全活動事業」に取り組む団体を募集中です。興味のある方は、以下の概要を御覧の上、「ふじ

のくに NPO 活動センター」へお問い合わせください。 

募集期間 平成 27 年４月６日（月） 17 時必着 

応募資格 ふじのくにＮＰＯ活動基金の登録団体であること。 

募集事業 次の(1)及び(2)をすべて満たす事業 

     (1)富士山の環境保全活動に取り組むもの 

     (2)これまでに静岡県内で実施されていない新しい事業、または、団体の既存の取組み

の課題等を改善するための事業、もしくは、これまでの団体の取組を拡大する事業

提出書類 事業計画書（様式は、ふじのくにＮＰＯ活動基金ホームページよりダウンロード可） 

連 絡 先 ふじのくにＮＰＯ活動センター 

     電話０５４－２６０－７６０１ FAX ０５４－２６０－７６０３ 

     解説書は、「日産プリンス 富士山の環境保全活動」でインターネット検索 

 
 
 
 
 
 
 
 

富士山クラブ深澤氏による講義 駆除作業体験の様子 

『事務局からのお知らせ』  
◇ 平成27年３月24日現在 正会員:250団体 賛助会員:241団体・個人 計491団体・個人

 ◇ ふじさんネットワーク通信への掲載情報募集中です！お気軽にご連絡ください。 

 ◇ ふじさんネットワークへの入会も随時受付中です！ 

 ふじさんネットワーク事務局 静岡県 くらし・環境部 環境局 自然保護課 富士山保全班内 
発 行 

 〒420-8601静岡市葵区追手町9番 6号  TEL：054-221-2963 FAX：054-221-3278 

  HP：http://www.fujisan-net.gr.jp/        E-mail ：3776fu j i@pref .sh izuoka. jp 


